
 

■はじめに 

ぎふ清流ＧＡＰ評価制度の評価基準に係る評価ポイントの理解を促進するため、飛騨、

可茂、下呂の各農林事務所主催、ぎふ清流ＧＡＰ推進センター共催により、実際に GAP

に取り組まれている生産者の農場をモデルとしてお借りして現地研修会を開催しました。 

現地研修会の会場を提供いただいた生産者の皆様、主催いただいた各農林事務所

の皆様、また参加いただいた皆様に感謝を申し上げます。 

多くの方々に参加いただき、GAPの取組みへの関心の深さを実感しました。 

  

■現地研修会開催結果報告 

農林事務所 期  日 モデル農場 品 目   参加人数 

飛騨 ５月 22日 合同会社つむぎ農園 もも １８人 

可茂 ６月 23日 有限会社春見ライス  米   ４１人 

下呂 ６月 26日 合資会社源丸屋ファーム  米     １９人 

〇研修内容 

   １ モデル農場による GAPの取組み状況などの事例紹介 

２ ぎふ清流ＧＡＰ推進センター農場評価員による解説 

① 前回の評価で指摘のあった評価項目 

② 評価規準 2023で新たに追加された評価項目、特に留意が必要な項目 

   3 質疑応答 

 

◎飛騨会場 

１ ＧＡＰに取組んだきっかけや成果、課題 

・家族経営から、雇用主体の経営に移行し、従業員が安全かつ健康に働けるようリスク 

を管理、従業員全員で情報共有した。 

・ぎふ県GAPから取組みを開始しており、ＧＡＰを継続することで安全で環境に配慮 

した甘いももを、地元企業とコラボするなど、新商品開発を志向している。 

２ 前回の評価で指摘のあった項目と改善事項、 

現場における注意点、質問等 

・項目番号「作 3.2.8」：廃棄場所に立ち入り禁止等 

表示がされていなかったが、分かりやすいようロー 

プを設置、立ち入り禁止の掲示を実施。 

・項目番号「全 4.4.2」：燃料貯蔵場所周辺に段ボー 

ルが置かれていた。燃えやすいものを取り除くこと    

農薬廃棄場所の説明の様子    をアドバイスした。 



◎可茂会場 

１ ＧＡＰに取組んだきっかけや成果、課題 

・作業時に、機材の落下による怪我が発生。 

二度と再発しないよう、法令を遵守したルールに 

改善し安全確保した。 

・栽培管理、収穫等作業の記録を習慣化し、問題が 

発生した時の原因解明、再発防止策に役立ててい 

る。 

２ 前回の評価で指摘のあった項目と改善事項、 

現場における注意点、質問等 

・項目番号「全 6.11」：フォークリフトのナンバーが取 

得されていなかったが、指摘を受けて取得した。    フォークリフトのナンバー設置の様子                                                                

                                     

◎下呂会場 

1  ＧＡＰに取組んだきっかけや成果、課題 

・従業員の離職率が非常に高く問題であったが、 

今では離職する従業員がいなくなった。 

・労務管理の改善(働き方改革)を重点に取組んだ。 

① 人事評価システムを導入し人物評価と能力 

評価を実施、給料に反映した。 

② 給与の等級表を作り、従業員が将来設計でき

るよう配慮した。 

③ 年間の業務カレンダーを作成し、休日取得１００  「働き方改革」について取組みを紹介 

日以上を目標にした。                                                                                 

2  前回の評価で指摘のあった項目と改善事項、現場における注意点、質問等 

 ・項目番号「作 3.2.5」：農薬使用履歴の記録に⑩農薬使用時の天候（特に、風などドリ 

フトに関係する情報）の記載がなかったが、ＫＳＡＳを利用した管理で①～⑩すべて項 

目内容を網羅し、スマートフォンを使用し効率的に記録・管理されている。 

 

■現地研修会のご案内 

・今回ご紹介した３会場と同様の現地研修会が揖斐農林事務所管内で予定されていま

す。参加の申し込み及び詳細は揖斐農林事務所農業普及課にお問い合わせください。 

日  時 場  所 モデル農場 品 目 

８月５日 13:00～14:50 
JAいび川大野営農経済セ

ンター 

大野町かき振興会  

加納 智氏 
柿 

 


